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主が導き運んでくださった
今年一年の感謝

　2019年も皆様と共に、主に在りて、信仰の一致をもって主の道を歩み通せましたことを
心より感謝申し上げます。

　第2回オメガ・ジャパン イスラエル＆ヨルダンツアーのとりなしのお祈りをありがとうござい
ました。今回は2月に開催しました第1回ツアーからキャンセル待ちが出、ご参加までに1年程
の期間を祈りと共にお待ちくださった方々がおられました。本ツアーでは、お一人おひとりの
主への期待、また、終わりの時代にどう生きていくかという、深い霊的な求めがありました。
みことばを全身で受け取り、感じたいという思いの中で、主への祈りの柱が立ち上り、主の御
声に全身全霊を傾けたツアーでした。特に今回は全国14都道府県からのご参加があり、主が
日本のキリストの体である教会をご自身の御手で触れ、励まし、建て上げてくださるのだという
ビジョンを頂いて、感謝があふれました。
　次回は、2020年2月の第3回イスラエル＆ヨルダンツアーを予定しております。続く第4回
ツアーも来年秋に企画中です。主のご再臨の大舞台であるエルサレムのオリーブ山、そして
ヨルダンのペトラのツアーを、主を慕い求めつつ準備してまいりたいと、思いを新たに取り
組んでいます。どうぞ共にお祈りください。

　栄子・スティーブンスが、荒野で叫ぶ者の声となり、自身の人生の集大成として日本でオメガ
の歩みを開始しました。その後、現在に至るまで、多くのご協力関係者、企業、団体の皆様と
共にこの終わりの時代、聖書の真理を宣べ伝えるために新しいチャレンジを続けています。多く
の涙の祈りと感謝の賛美を捧げながら、今年も信仰の道を歩み通すことができました。主が
オメガ・ジャパンを持ち運んでくださっているからです。今年を振り返った時、あの有名な

『あしあと』（原題『Footprints』）の詩の一節を思い起こしました。苦難の時、私たちは主に
背負われ、主が歩んでくださったのだという詩です。主と共に歩み、二つの足跡を残してきた
のだと思っていましたが、そうではありませんでした。歩むべき道を見せ、導いてくださった

「主の足跡」一つだけが残っていたのです。すべては主がつくり出され、また、すべてを完成させて
くださるのは主です。主の御名を心からほめたたえます！

  「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。忍耐の限りを尽くし、
絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めなさい。」Ⅱテモテへの手紙4:2

　主が来られる日まで、与えられた役割を担い、置かれた場所である日本に仕え、キリストの
体である教会を愛し、神の国の初臨と再臨にある希望の福音を宣べ伝え続けてまいりたいと思い
ます。

2019年12月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子
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お祈りありがとうございます。
第2回のツアーも大いなる祝福と恵みに満ちあふれたツアーとなりました。（※別紙添付あり）

第4回栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダンツアーを企画中です。引き続きお祈りください。

大好評の幻冬舎大学「聖書の預言は成就する」の全5回シリーズが、2020年1月上旬から2月中旬に放送
予定です。放送日時などの詳細は追ってお知らせいたします。

大好評の『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）放送後にDVDの発売予定です。感謝を込めて、12
月にオメガ商品を感謝価格でご提供いたします。
プレゼントにお勧め！（※チラシあり）　Webまたはお電話でもご注文いただけます。

第4回 栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダンツアー企画中！
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死ぬためにお生まれになった
イエス様

編集後記

1
祈りの課題

2

幻冬舎大学「聖書預言は成就する」全5回シリーズが、日本CGNTVで放送決定！

日本CGNTV『シャロームイスラエルSeasonⅡ』

～ 神のマスタープラン・プロジェクト2019 ～

栄子・スティーブンスと行く
イスラエル＆ヨルダンツアーのために
第4回ツアーを企画中です。現地との交渉、各種手配がスムーズに
いきますように。現地旅行会社、日本の航空会社、ご協力くださる
各団体の上に祝福が満ちあふれますように。

栄子・スティーブンスと夫のビル師を覚えて
・このニュースレターが皆様のお手元に届くころ、栄子師は今年5回目

の来日で、幻冬舎大学『シャロームイスラエルSeason Ⅱ』（全20話）

　の最終収録を行います。10月のイスラエルツアー後にアメリカ
に戻り、11月下旬に来日しています。2020年2月10日からの
第3回ツアーも準備中です。風邪をひかず健康が格別に守られ
るように。メッセージの準備の上に、主の油注ぎが満ちあふれる
ように。
・夫のビル師の前立腺がんが完全に癒やされるように。日本のリ

バイバルのために、愛と祈りを込めて栄子師を送り出してくだ
さっています。ビル師の健康が守られ、平安と祝福が豊かにあり
ますようお祈りください。

2019年12月号『リビングライフ』内のコラムに
代表横田聖子の執筆が掲載されています。
真の弟子として生きる
「ユダヤ人の宮きよめの祭りからクリスマスを見る」
購読お申し込み・お問い合わせ　ツラノジャパン
TEL  06-6170-6802   FAX  06-6170-6803　
e-mail  durannojapan@duranno.com　 
http://www.duranno.com/japan/

今年もオメガ・ジャパンのニュースレターをお読みいただき、ありがとうございました。オメガの活動へのご参加、ご支援、お祈りに心より
感謝しております。おかげさまで今年は、「栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダンツアー」も即、満員御礼となり、新しい試みの

「幻冬舎大学セミナー」も盛況となりました。来年1～ 2月には幻冬舎大学セミナーを編集したCGNTVの番組が放送されますのでぜひ
ご視聴ください。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 　（細井浩子）

月刊ＱＴガイド
リビング ライフ

￥662（税込）
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これらを実現することが、主の再臨の備えをすることにつながると
信じて、全力でキリストの体である教会にお仕えしてまいります。

知る

祈る

つながる

伝える

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。
また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言の成就を学び、
今がどんな「時」なのか知る。

神のマスタープランと「時」を知ることにより、
教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、
日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈る。

キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々から召し出された神の民が、
真の一致をもってつながる。

神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。
そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨の福音」を、
すべての人々に伝える。
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現在のベツレヘム

ベツレヘムのクリスマス（後ろに降誕教会）

降誕教会（ベツレヘム）

イエス様誕生の場所に埋められている
降誕教会の銀の14芒星
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ロ
が
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し
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羊飼いの野の教会
（カトリック礼拝堂／ベツレヘム郊外のベイト・サフール）

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人
教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間
イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を
辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・
ジャパン）を設立。現在は、アメリカに拠点を移し、
講演や執筆活動など聖書教師として活動。
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(C)Antoine Taveneaux
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世界中で12月25日はクリスマスの
日、イエス・キリストの誕生日だとさ
れていると思いますが、この日は本当
のお誕生日、ご降誕の日ではなかった
かもしれません。それでも毎年、私は
主のご降誕を賛美することができるク
リスマスが楽しみで、12月に入ると毎
日クリスマス賛美のCDをかけていまし
た。以前、私がエルサレムに住んでい
たころには、クリスマスの装飾という
ものはベツレヘムに近付かなければ見
ることができませんでした。

主のご降誕の町
ベツレヘム
「ベツレヘム・エフラテよ、あなたは
ユダの氏族の中で、あまりにも小さい。
だが、あなたからわたしのためにイス
ラエルを治める者が出る。その出現は
昔から、永遠の昔から定まっている。」

（ミカ5:2）
イエス様が誕生されたベツレヘム（エ

フラテ）は、エルサレムから南へ約8km
ほどの場所にある町です。ベツレヘム
はまた、ダビデの出身地でもあります。
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なぜなら、イスラエルでクリスマス
は受け入れられず、異端の祭りだと見
なされていたからです。それもそのは
ず、AD70年から祖国を無くして世界
離散となったユダヤ人は、約1900年
もの間、流浪の旅をし、離散先の国で
クリスマスになると「キリスト殺し」と
言われて激しい迫害を受けてきたので
す。ユダヤ人にとってクリスチャンの
存在は、現在でもヒトラー率いるナチ
スのようなもので、クリスマスはお祝
いの日ではなく、自分たちが迫害を受
けてきた苦い思い出の日となっている
のです。

イスラエルではそのような背景があ
り、私はエルサレムの自分のアパート
の中でささやかにクリスマスツリーを
飾って祝い、クリスマス賛美のCDを
小さめの音量で聴くという状況でした。
滞在していた18年間のクリスマスは
ずっとそのように過ごしました。ユダ
ヤ人たちの気持ちはよく分かっていた
からです。

イエス様ご降誕の場所
私がイスラエルガイドとして働いた

15年間、あらゆる場所を回る中で、い
くつか聖霊様のご臨在を感じる特別な
場所がありました。その中の一つがベ
ツレヘムの降誕教会です。中には、「お
香の匂いや、お寺みたいな装飾だらけ
のギリシャ正教会が本物だなんて思え
ない」と言われる方もいます。しかし、
ギリシャ正教会の人々が4世紀の初めか
らこの場所を守っていたのです。

7世紀にペルシャがこの地を襲撃した
時、あらゆる教会を破壊してきたイス
ラム教徒たちが、ベツレヘムの降誕教
会にも踏み込んできました。ところが、
彼らがそこで東から来た3人の博士が描
かれた壁画を見た時、彼らはその博士
たちが東から来た自分たちと同じ人々
ではないかと思い、この場所は自分た
ちにとっても聖なる所であるとしまし
た。それで彼らは降誕教会を破壊しま
せんでした。以降、何度か改修されま
したが、4世紀の初めから建ち続けて
いる建造物です。この降誕教会の奥に
入っていくと、地下に下りる階段があ
り、それを下りていくと、ご降誕の場
所と呼ばれている自然の洞窟がありま
す。「えっ？！ 地下の洞窟？ イエス様
がお生まれになったのは馬小屋ではな
いの？」と戸惑われる方もおられます。
しかし、ご降誕の場所は地下の洞窟で、
昔の羊飼いが住んでいた所なのです。

マリヤとヨセフがローマ皇帝アウグ
ストゥスの勅令による住民登録（ルカ
2:1）のためにベツレヘムにやって来た
時、月が満ちてイエス様がお生まれに
なりました。この時、「宿屋には彼らの
いる場所がなかった」（ルカ2:7）と記さ
れています。この宿屋というのは現代
の宿泊施設のようなものではなく、こ
の当時は旅人が訪れた時のために宿泊
場所をどの家にも備えてあったのです。
普段は旅人が訪れることの少ない小さ
なベツレヘムの町ですが、この時は住
民登録のために大勢の人々がやって来
ました。そのため、どこの家も旅人の
泊まる場所がいっぱいになり、ヨセフ
とマリアが泊まることができる場所が
見つからなかったのです。

ところが、その日は暖かい夜でした
ので、羊飼いたちが羊の夜番をするた
めに野宿していました（ルカ2:8）。私
はクリスマスに何度もベツレヘムを訪
れており、12月でも暖かく、持参し
たコートも不要となり、着ていたセー
ターでは暑過ぎる思いをしたことがあ
ります。ベツレヘムはこの時期でも暖
かくなることがあるのです。

寒い夜には、羊飼いたちは羊を自分
たちの住む洞窟の一角に入れます。そ
して暖かい夜には、その洞窟は空いて
いるのです。どこの家でも泊めてもら
えなかったヨセフとマリアは、羊飼い
の家の羊の場所は空いているというこ
とを知って、羊飼いの住んでいる洞窟
を訪ねたのだと考えられます。

羊飼いの家で
どうして王の王、主の主であられ

るイエス・キリストは羊飼いの家の洞
窟でお生まれになったのでしょう。こ
こに神のメッセージがあるのです。神
の子羊の誕生に、最も適している場
所だったのです。「男子の初子を産ん
だ。そして、その子を布にくるんで飼
葉桶に寝かせた」（ルカ2:7）と書かれて
います。羊を入れておく場所でしたか
ら、飼葉おけがあることは分かります
が、赤ん坊のイエス様をくるんだとい
う布はどこから来たのでしょうか。ユ
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主が導き運んでくださった
今年一年の感謝

　2019年も皆様と共に、主に在りて、信仰の一致をもって主の道を歩み通せましたことを
心より感謝申し上げます。

　第2回オメガ・ジャパン イスラエル＆ヨルダンツアーのとりなしのお祈りをありがとうござい
ました。今回は2月に開催しました第1回ツアーからキャンセル待ちが出、ご参加までに1年程
の期間を祈りと共にお待ちくださった方々がおられました。本ツアーでは、お一人おひとりの
主への期待、また、終わりの時代にどう生きていくかという、深い霊的な求めがありました。
みことばを全身で受け取り、感じたいという思いの中で、主への祈りの柱が立ち上り、主の御
声に全身全霊を傾けたツアーでした。特に今回は全国14都道府県からのご参加があり、主が
日本のキリストの体である教会をご自身の御手で触れ、励まし、建て上げてくださるのだという
ビジョンを頂いて、感謝があふれました。
　次回は、2020年2月の第3回イスラエル＆ヨルダンツアーを予定しております。続く第4回
ツアーも来年秋に企画中です。主のご再臨の大舞台であるエルサレムのオリーブ山、そして
ヨルダンのペトラのツアーを、主を慕い求めつつ準備してまいりたいと、思いを新たに取り
組んでいます。どうぞ共にお祈りください。

　栄子・スティーブンスが、荒野で叫ぶ者の声となり、自身の人生の集大成として日本でオメガ
の歩みを開始しました。その後、現在に至るまで、多くのご協力関係者、企業、団体の皆様と
共にこの終わりの時代、聖書の真理を宣べ伝えるために新しいチャレンジを続けています。多く
の涙の祈りと感謝の賛美を捧げながら、今年も信仰の道を歩み通すことができました。主が
オメガ・ジャパンを持ち運んでくださっているからです。今年を振り返った時、あの有名な

『あしあと』（原題『Footprints』）の詩の一節を思い起こしました。苦難の時、私たちは主に
背負われ、主が歩んでくださったのだという詩です。主と共に歩み、二つの足跡を残してきた
のだと思っていましたが、そうではありませんでした。歩むべき道を見せ、導いてくださった

「主の足跡」一つだけが残っていたのです。すべては主がつくり出され、また、すべてを完成させて
くださるのは主です。主の御名を心からほめたたえます！

  「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。忍耐の限りを尽くし、
絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めなさい。」Ⅱテモテへの手紙4:2

　主が来られる日まで、与えられた役割を担い、置かれた場所である日本に仕え、キリストの
体である教会を愛し、神の国の初臨と再臨にある希望の福音を宣べ伝え続けてまいりたいと思い
ます。

2019年12月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子
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お祈りありがとうございます。
第2回のツアーも大いなる祝福と恵みに満ちあふれたツアーとなりました。（※別紙添付あり）

第4回栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダンツアーを企画中です。引き続きお祈りください。

大好評の幻冬舎大学「聖書の預言は成就する」の全5回シリーズが、2020年1月上旬から2月中旬に放送
予定です。放送日時などの詳細は追ってお知らせいたします。

大好評の『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）放送後にDVDの発売予定です。感謝を込めて、12
月にオメガ商品を感謝価格でご提供いたします。
プレゼントにお勧め！（※チラシあり）　Webまたはお電話でもご注文いただけます。

第4回 栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダンツアー企画中！
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 横田 聖子
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幻冬舎大学「聖書預言は成就する」全5回シリーズが、日本CGNTVで放送決定！

日本CGNTV『シャロームイスラエルSeasonⅡ』

～ 神のマスタープラン・プロジェクト2019 ～

栄子・スティーブンスと行く
イスラエル＆ヨルダンツアーのために
第4回ツアーを企画中です。現地との交渉、各種手配がスムーズに
いきますように。現地旅行会社、日本の航空会社、ご協力くださる
各団体の上に祝福が満ちあふれますように。

栄子・スティーブンスと夫のビル師を覚えて
・このニュースレターが皆様のお手元に届くころ、栄子師は今年5回目

の来日で、幻冬舎大学『シャロームイスラエルSeason Ⅱ』（全20話）

　の最終収録を行います。10月のイスラエルツアー後にアメリカ
に戻り、11月下旬に来日しています。2020年2月10日からの
第3回ツアーも準備中です。風邪をひかず健康が格別に守られ
るように。メッセージの準備の上に、主の油注ぎが満ちあふれる
ように。
・夫のビル師の前立腺がんが完全に癒やされるように。日本のリ

バイバルのために、愛と祈りを込めて栄子師を送り出してくだ
さっています。ビル師の健康が守られ、平安と祝福が豊かにあり
ますようお祈りください。

2019年12月号『リビングライフ』内のコラムに
代表横田聖子の執筆が掲載されています。
真の弟子として生きる
「ユダヤ人の宮きよめの祭りからクリスマスを見る」
購読お申し込み・お問い合わせ　ツラノジャパン
TEL  06-6170-6802   FAX  06-6170-6803　
e-mail  durannojapan@duranno.com　 
http://www.duranno.com/japan/

今年もオメガ・ジャパンのニュースレターをお読みいただき、ありがとうございました。オメガの活動へのご参加、ご支援、お祈りに心より
感謝しております。おかげさまで今年は、「栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダンツアー」も即、満員御礼となり、新しい試みの

「幻冬舎大学セミナー」も盛況となりました。来年1～ 2月には幻冬舎大学セミナーを編集したCGNTVの番組が放送されますのでぜひ
ご視聴ください。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 　（細井浩子）

月刊ＱＴガイド
リビング ライフ

￥662（税込）
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・聖書の世界をダイレクトに説明を聞きながら、イエス様の御足をたどることができてとてもよかったです。

・各聖地で栄子先生がメッセージしてくださったことは、本当に大きな恵みです。心に触れて何度も涙に暮れました。このように
密度の濃い、しかも恵みにあふれた旅は初めてです。一生の宝となる思い出と経験をさせていただきました。ありがとうございます。

・今まで聖書から得た情報で自分なりに想像した部分も多くありましたが、より正確に、
理解することができ、百聞は一見にしかずで目からうろこです。説明も丁寧でよく
理解できました。これ以上ないほどの恵みで、セミナーも大きな恵みとチャレンジを
与えられました。今後の信仰生活に生かします。

・栄子先生のイスラエルと主の再臨の思いが、とても強く伝わりました。私は初めての
イスラエルなので、聖書の実際の世界に触れたことが、大きな恵みです。

・これからの生き方を改めようと思った。ますます聖書の勉強、福音に力を入れるため、
仕事とスケジュール量の調整をしようと思いました。

・ペトラのセミナーでは、あの道をユダヤ人が逃げていく姿が見えて感慨無量でした。
終末が近いことがはっきりと分かりました。そのために、いよいよ準備していくことの
必要性を確認しました。

オメガツアー参加者
の皆様からの声
オメガ主催「第2回 栄子・スティーブンスと行く
イスラエル＆ヨルダンツアー」（10月22日～11月1日）

と黙示録セミナーに参加された
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最
高
の
希
望
を
受
け
継
い
で
い
く

全
時
代
の
聖
徒
た
ち

「
第
2
回 
栄
子・ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
と
行
く
イ
ス
ラ
エ
ル
＆
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
」（
10
月
22
日
〜
11
月
1
日
）の

礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、山
本
善
哉
先
生
が
、「
聖
書
に
書
か
れ
た
約
束
の
実
現
を
見
る
た
め
に
、

希
望
を
持
ち
続
け
、次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
」に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

京
都
シ
ャ
ロ
ー
ム
チ
ャ
ー
チ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
メ
ン
バ
ー（
チ
ェ
ロ
）／

京
都
シ
ャ
ロ
ー
ム
チ
ャ
ー
チ
牧
師

　　今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は「
継
承
」に
つ
い
て
お
話
し
い
た

し
ま
し
た
。
私
は
、
親
か
ら
子
へ
の
継
承
に
お
い
て
イ
ス
ラ

エ
ル
民
族
の
右
に
出
る
者
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
彼
ら
は
親
か
ら
子
へ
の
継
承
を
凄
く
大
事
に
し
て

き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
1
9
0
0
年
間
も
彼
ら
は
国
の
再

建
を
待
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
紀
元

70
年
に
エ
ル
サ
レ
ム
が
陥
落
し
、
国
を
失
っ
た
流
浪
の
民
族

に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
1
9
0
0
年
間
、
独
自
の
文
化

を
保
ち
続
け
、「
い
つ
か
あ
の
土
地
に
帰
る
の
だ
」と
い
う

希
望
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
は
凄
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　1
9
0
0
年
と
い
う
と
、
凄
く
長
い
期
間
で
す
が
、
こ
の

期
間
に
は
内
訳
が
あ
る
の
で
す
。
モ
ー
セ
が「
私
た
ち
の
齢

は
七
十
年
。
健
や
か
で
あ
っ
て
も
八
十
年
」（
詩
90:

10
）と

歌
い
ま
し
た
が
、
人
の
齢
と
い
う
の
は
神
の
計
画
か
ら
見
れ

ば
と
て
も
短
い
も
の
で
す
。
1
9
0
0
年
間
を
一
人
ひ
と
り

の
生
き
た
年
月
で
分
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
自
分
の
一

世
代
分
の
期
間
中
、
希
望
を
持
ち
続
け
た
わ
け
で
す
。
与
え

ら
れ
た
時
代
の
期
間
の
中
、
与
え
ら
れ
た
啓
示
に
よ
っ
て
希

望
を
持
ち
続
け
、
そ
れ
を
継
承
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
が

1
9
0
0
年
間
の
内
訳
で
す
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
救
い
を

待
ち
望
ん
だ
人
々

　ロ
ー
マ
帝
国
の
分
裂
を
見
た
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ

て
は
、「
も
し
か
し
て
、
い
よ
い
よ
祖
国
に
戻
れ
る
の
か
」

と
希
望
を
抱
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
時

代
に
生
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、「
あ
ぁ
、
も
う
無
理
か
も
」と

諦
め
そ
う
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
約
束
の

地
に
帰
還
し
始
め
る
人
が
出
て
き
た
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、

開
拓
が
始
ま
り
農
産
物
の
収
穫
も
で
き
て
、「
い
よ
い
よ
皆
、

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」と
夢
見
な
が
ら
亡
く

な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
事

な
こ
と
は
、
ど
こ
の
ど
の
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
も
希
望
を
保

ち
、
継
承
し
続
け
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が

今
1
9
0
0
年
の
時
代
を
経
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
で
ま

さ
に
実
現
し
て
い
る
の
で
す
。
凄
く
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

話
で
す
ね
。

　さ
ら
に
ビ
ッ
グ
ス
ケ
ー
ル
な
事
が
書
か
れ
て
い
る
の
が

聖
書
で
あ
り
、
希
望
の
継
承
の
歴
史
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の

希
望
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
す
。
ま
ず
最
初
に
、
創
世
記

Omega Japan

よ
う
に
、
悲
し
み
も
嘆
き
も
無
い
完
璧
な
世
界
、
新
天
新

地
の
成
就
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
見
て
い
な
い
事
柄

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
約
束
の
希
望
を
継
承
し
て
い

る
の
が
私
た
ち
で
す
。
旧
約
時
代
の
聖
徒
た
ち
同
様
、
私

た
ち
は
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
最
高
の
希
望
を
受
け
継
い

で
い
る
継
承
者
な
の
で
す
。

  「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
が
復
興
し
た
ラ
ッ
キ
ー
な
時
代
、
イ

ス
ラ
エ
ル
っ
て
凄
い
」と
感
動
す
る
と
共
に
、
聖
書
に
書
か

れ
た
約
束
の
実
現
を
見
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
希
望
を
よ
り
強
固
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
私

た
ち
の
す
る
こ
と
は
た
だ
一
つ
、
希
望
を
保
ち
続
け
て
次
の

世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
旧
約
時
代
の
聖
徒
た
ち

か
ら
新
約
時
代
の
ペ
テ
ロ
や
パ
ウ
ロ
、
初
代
教
会
の
長
老
た

ち
や
聖
徒
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
希
望
を
、
私
た
ち
も
生
涯

保
ち
続
け
、
次
の
世
代
に
渡
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
私

た
ち
は
主
が
再
び
来
ら
れ
、
す
べ
て
の
約
束
が
実
現
し
た
時
、

す
べ
て
の
聖
徒
た
ち
と
共
に
、「
主
よ
！ 

私
た
ち
は
あ
な
た

の
約
束
を『
何
千
年
も
』待
ち
続
け
て
き
ま
し
た
！
」と
言
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
願
わ
く
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
間

に
、
そ
れ
ら
の
約
束
が
実
現
し
ま
す
よ
う
に
。

山
本 

善
哉

よ
し
や

や
ま
も
と

オリーブ山から
神殿の丘を望む

聖
書
の
約
束
の
希
望
を
よ
り
強
固
に
す
る

継
承
の
恵
み

　今
年
、
第
2
回
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
礼
拝
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
語
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
礼
拝
の
場
所
は

ヨ
ル
ダ
ン
北
部
の
ジ
ェ
ラ
シ
ュ
に
あ
る
ロ
ー
マ
帝
国
時
代

の
円
形
劇
場
。
な
か
な
か
無
い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
、
今
回
私
が
語
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
二
世
の
祝
福
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
と
言
い
ま

す
の
も
、
前
回
、
2
0
1
9
年
2
月
に
行
わ
れ
た
第
1
回

オ
メ
ガ
ツ
ア
ー
に
、
私
の
両
親
が
参
加
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
両
親
共
に
牧
師
で
、
父
が
前
回
、
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
語
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
栄
子
・
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
先
生
か
ら
ご
指
名
を
頂
き
、
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　私
は
両
親
か
ら
多
く
の
も
の
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
ま

ず「
信
仰
」、
そ
し
て
そ
の
信
仰
の
中
で
、
様
々
な
知
恵
や

知
識
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
両
親
は
一
世
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
一
か
ら
様
々
な
こ
と
を
探
り
求
め
て
き
た
の
で
す
が
、

私
は
そ
れ
ら
を
受
け
継
ぎ
、
信
仰
生
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
頂

き
ま
し
た
。
両
親
の
恵
み
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

3
章
15
節
で
初
め
て
の
希
望
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
エ
バ
は

そ
れ
を
理
解
し
て
い
た
の
で
、
カ
イ
ン
を
産
ん
だ
時
に「
こ

の
子
が
私
た
ち
を
救
っ
て
く
れ
る
の
か
！
」と
思
い
ま
し
た

が
、
違
い
ま
し
た（
創
4:

1
）。
ノ
ア
の
父
の
レ
メ
ク
も

「
こ
の
子
か
！
」と
期
待
し
た
こ
と
で
し
ょ
う（
創
5:

29
）。

こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
ず
っ
と
神
様
か
ら
の
希
望
の
約
束
を

継
承
し
て
き
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
継
承
の
中
で
神
様
は
ア

ブ
ラ
ハ
ム
を
選
ば
れ
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
モ
ー
セ
が
登
場
し
ま
す
。
モ
ー
セ
も
、「
い
つ
か

キ
リ
ス
ト
が
来
ら
れ
る
」
と
様
々
な
預
言
を
残
し
、
希
望
を

継
承
し
て
い
き
ま
し
た
。
ダ
ビ
デ
も
多
く
の
詩
篇
で
キ
リ

ス
ト
に
つ
い
て
預
言
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
時
代
が
進
み
、

イ
ザ
ヤ
も
メ
シ
ア
預
言
を
し
て
い
ま
す
。「
女
の
子
孫
」

（
創
3:

15
）
と
言
わ
れ
た
者
は
、「
見
よ
、
処
女
が
身
ご
も
っ

て
い
る
」（
イ
ザ
7:

14
）と
い
う
イ
ザ
ヤ
の
預
言
と
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　今
か
ら
約
2
0
0
0
年
前
、
そ
の
希
望
は
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
誕
生
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ

聖
書
の
約
束
の
す
べ
て
が
実
現
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
イ
エ
ス
様
が
復
活
さ
れ
た
後
、
弟
子
た
ち
は
イ
エ
ス

様
に
、「
主
よ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
め
に
国
を
再
興
し
て

く
だ
さ
る
の
は
、
こ
の
時
な
の
で
す
か
」（
使
1:

6
）
と
尋

ね
ま
し
た
。
イ
エ
ス
様
は
、
い
つ
ど
ん
な
時
か
は
ま
だ
、

あ
な
た
方
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
返
さ
れ
ま
し
た

（
使
1:

7
）。
私
た
ち
の
時
代
も
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い

聖
書
の
約
束
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
様
が
再
び

来
ら
れ
て
全
世
界
を
統
治
さ
れ
る
神
の
御
国
の
到
来
、
さ

ら
に
そ
の
先
、
黙
示
録
21
章
か
ら
22
章
に
書
か
れ
て
い
る

Profile
京都市立音楽高等学校、京都市立芸術大学卒業。様々な
室内アンサンブル等のメンバーを経て、現在は関西を中心
に全国様々な場所で演奏活動を行っている。2016年から
京都シャロームチャーチで牧師としても活動している。

よ
し
や

ヨルダン北部のジェラシュにある
ローマ帝国時代の円形劇場で

「継承」について礼拝メッセージを語る山本先生


